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開　館/午前9時～午後5時(入室は午後4時30分まで)初日は午前10時開展

金曜日は午後7時まで開館(入室は午後6時30分まで)　月曜E]休館

高松市美術館　　､
入場料/一般900円･高大生600円･小中生300円(団体20名標以上は2割引)

主　催/高松市美術館･読売新聞大阪本社･西日本放送㈱･美術館連絡協議会

後　援/外務省･文化庁･フランス大使館･香川日仏協会

協　賛/花王㈱　協　力/日本航空･日本通運

du XVIIe au XIXe S五壷cle



パリから南西に約235キロ､フランス最長のロワール河がゆったりと流れ､ ｢ジヤルタ

ン･ドゥ･ラ･フランス(フランスの麿)｣と諾えられるロワール河中流域の中心地トウー

ル市か高松市と姉妹都市縁組を結んだのは1 988年のことです｡この美しい町はまた､

ロワール岸辺の古城めぐりの拠点でもあり､歴史的掃情と自然を求める多くの人々を

魅了しています｡町の中心に復興された古い町並み(ヴュー･トウール)は活気づき､荘

厳な姿を残したサン=ガシャン教会や憐接した美術館など､市民が誇りとするトウール

の顔をあちこちで覗くことができます｡

そのひとつトウール美術館は､古代ギリシャから20世紀のアメリカ彫刻まで､西洋美

術史を彩る名作を所蔵する美術館としてよく知られています｡ 1 7世紀前半に大司教の

邸宅として建てられた建物には､ 1 789年のフランス革命によって押収された美術品が

集められ､これに端を発したコレクションを基盤として､また国家からの寄託作品も加

わって次第に一大コレクションを形成してきました｡

日本で初めて開催される本属は､この豪華なコレクションの中から､ 1 7世紀から1 9世

紀までのヨーロッパ美術の流れを主にフランス絵画を中心に紹介していきます｡荘厳

華貰なバロック様式から静護で厳格な古典主義様式､ロココ時代の優美繊細な宮廷美

術､ 1 9世紀のオリエンタリスムやサロンの画家たち､そして印象派まで､選りすぐった80

作品を展観します｡ロワール河からの秋風を本展にのせてお届けします｡

ドウマシー｢トウール景観図｣ 1 787 ル･シュール｢聖女たちに介抱される聖セハステイアヌス｣

ドガ｢マンテ-二ヤの竜襟刑》による模写｣ 186 I

カザン｢アカルとイシマエル｣1880　　　　　　　　　　　マルタン｢復活の日のミサの終わり｣】915

催し物のお知らせ
-こ■;漫照で頼るフランス発端j

野口　栄子(美術史家･関西学院大学教授)
日　時/日月13E]旧)午後1時30分から

場　所/高松市美術館講堂

入場料/無料(先着200名様)

第4期常設展のお知らせ
･展示室l E二紫煙jという的請

･展示室2　監讃蟻演義慧幕末-済漁-来露

l月8日(E])まで

ジロー｢アルジェの女たち｣ 1859

･ミュージアム･コンサート　日　時/11月24Ej榊　開　演/午後6時30分

･　　　･ '. ･　-　∴_

･シネマテーク　　　　　　日　時/日月26Ejtt)･27Ej旧)

『瞭磯舜魔繍藤野遥笑場芸',慧写｡グラム5D｡｡

･ミュージアム･ライブ　　　日　時/12月3Ejtt)開　演/午後6時30分

㌢労ぬ獣磯楽招場芸,/戸認諾術館エントランス.トル
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